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№
７
７
（
一
九
八
〇
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
１
１
１
（
一
九
八
〇
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
７
７
（
一
九
八
〇
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

学
習
に
は
げ
む

◇
岩
井
章
氏
に
き
く
◇

日
本
労
働
運
動
と
八
○
年
闘
争
の
課
題

◇
資
料
◇
同
志
諸
君
へ
の
訴
え
（
岩
井
論
文
全
文
）

は
じ
め
て
「
政
治
の
あ
り
方
」
を
提
起

―
日
経
連
『
労
働
問
題
研
究
委
報
告
』
の
特
徴
①
青
年
の
日
朝
連
帯
運
動
に
つ
い
て

八
○
年
と
社
会
党
の
課
題

―
い
わ
ゆ
る
「
社
公
」
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て

大
内
教
授
の
主
張
こ
そ
が
組
合
離
れ
の
原
因

―
「

道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
」
を
読
ん
で
―

『

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

№
７
８
（
一
九
八
〇
年
一
月
二
一
日
）

不
動
の
構
え
で
反
撃
ヘ

―
（
八
○
年
春
闘
、
社
会
党
問
題
へ
の
基
本
視
点

労
働
者
に
組
織
の
壁
は
な
い
！

―
Ｓ
Ｓ
Ｋ
労
愛
会
が

九
二
、
九
六
時
間
ス
ト
を
反
復
―

資
料
①
労
働
組
合
佐
世
保
友
愛
会
闘
争
指
令
五
号

「
再
建
大
会
」
で
打
ち
切
り
宣
言

―
全
電
通
福
島
県
支
部
問
題
に
つ
い
て
―

資
料
②
百
万
党
建
設
推
進
に
あ
た
っ
て
の
要
請
（
全
電
通
東
京
地
本
）

わ
れ
わ
れ
に
は
権
利
が
あ
る
！

―
Ｆ
・
カ
ス
ト
ロ
（
キ
ュ
ー
バ
首
相
）
の
記
者
会
見
（
一
）
―

◇
資
料
◇
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
に
つ
い
て
①

資
料
③
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
に
寄
せ
て
（

プ
ラ
ウ
ダ
』
一
二
月
三
一
日
論
説
）

『

資
料
④
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
首
相
の
記
者
会
見

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護



- 2 -

№
７
９
（
一
九
八
〇
年
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
に
つ
い
て
①

「
共
産
排
除
」
は
社
会
党
の
民
社
党
化
だ

階
級
的
労
働
運
動
に
激
し
い
敵
意

―
同
盟
第
一
六
回
大
会
方
針
案
の
焦
点
―

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
」
の
経
過
と
背
景

資
料
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
紙
記
者
の
質
問
に
対
す
る
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
回
答

わ
れ
わ
れ
は
言
っ
た
こ
と
は
実
行
す
る

今
日
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
―
真
実
と
デ
マ

私
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
ス
パ
イ
に
な
り
た
く
な
い

―
カ
ス
ト
ロ
（
キ
ュ
ー
バ
）
首
相
の
記
者
会
見
②

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

№
８
０
（
一
九
八
〇
年
二
月
一
一
日
）

「
社
公
政
権
合
意
」
の
意
味
す
る
も
の

党
員
は
ふ
え
た
が
、
代
議
員
数
は
減
少
？
！

右
向
き
に
開
か
れ
て
い
る
社
公
「
合
意
」

◇
投
稿
◇
社
会
党
は
党
の
基
本
性
格
を
堅
持
せ
よ

資
料
①
社
会
党
千
代
田
総
支
部

青
年
党
員
会
会
議
参
加
者
一
同
党
強
化
の
た
め
の
申
し
入
れ

資
料
②
社
会
主
義
協
会
（
一
月
二
六
日
）

「
日
本
社
会
党
と
公
明
党
の
連
合
政
権
に
つ
い
て
の
合
意
」
に
た
い
す
る
意
見

資
料
③
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
に
つ
い
て

友
好
善
隣
協
力
条
約
に
則
っ
た

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
援
助

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―
『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護
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№
８
１
（
一
九
八
〇
年
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
安
保
と
社
・
公

「
体
制
間
矛
盾
」
が
世
界
情
勢
認
識
の
基
本

軍
事
費
の
五
％
増
加
を
要
請

―
米
大
統
領
の
「
一
般
教
書
」
に
つ
い
て
―

ソ
連
の
軍
事
費
―
真
実
と
ウ
ソ

―
ソ
連
の
軍
事
費
は
米
国
の
五
分
の
一
―

八
○
年
春
闘
を
め
ぐ
る
労
組
の
動
向

大
衆
討
議
が
社
会
主
義
政
党
の
生
命

資
料
①
日
本
社
会
党
東
京
都
本
部
執
行
委
員
会

全
電
通
東
京
地
本
の
要
請
の

あ
つ
か
い
の
変
更
に
つ
い
て

日
米
軍
事
政
策
の
「
転
換
」
①

資
料
②
防
衛
庁
（
一
九
七
八
年
十
二
月
十
一
日
）

リ
ム
パ
ッ
ク
ヘ
の
海
上
自
衛
隊
の
参
加
に
つ
い
て

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

№
８
２
（
一
九
八
〇
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
尻
馬
に
乗
っ
て
大
ケ
ガ
を
す
る
な

社
会
党
の
右
傾
化
と
左
派
の
活
動
（
上
）

―
全
国
大
会
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
―

社
会
党
第
四
四
回
大
会
の
意
味
す
る
も
の

資
料
常
松
裕
志
（
一
九
八
○
年
二
月
一
日
）

一
九
八
○
年
度
運
動
方
針
（
案
）
に
対
す
る
意
見
書

ソ
連
は
帝
国
主
義
勢
力
と
た
た
か
っ
て
い
る

―
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
と
国
家
論
―

投
稿
私
の
考
え
る
「
百
万
党
」
へ
の
道

「
安
保
廃
棄
」
の
路
線
こ
そ
が
平
和
へ
の
道

―
日
米
軍
事
政
策
の
「
転
換
」
②
―

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―
『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護
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№
８
３
（
一
九
八
〇
年
三
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
左
派
の
と
ま
ど
い

左
派
の
主
体
的
な
た
た
か
い
が
問
わ
れ
る

―
社
会
党
大
会
を
終
え
て
―

こ
と
ご
と
く
失
敗
し
た
社
公
民
派
の
戦
術

―
社
会
党
第
四
四
回
大
会
を
傍
聴
し
て
―

資
料
常
松
裕
志
氏
の
「
意
見
書
」
に
添
え
ら
れ
た
〝
た
よ
り
〟
②

一
九
八
○
年
度
運
動
方
針
案
に
対
す
る
意
見

徹
底
的
な
論
議
が
春
闘
「
再
構
築
」
の
道

―
総
評
臨
時
大
会
を
傍
聴
し
て
―

全
逓
労
働
運
動
の
現
状
と
課
題

―
協
調
路
線
へ
の
転
換
を
示
す

八
○
春
闘
方
針
の
特
徴
―

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

№
８
４
（
一
九
八
〇
年
三
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
か
す
ん
で
し
ま
っ
た
八
％
統
一
要
求

社
会
党
の
右
傾
化
と
左
派
の
活
動

―
社
会
党
の
右
傾
化
と
左
派
の
活
動
㊥
―

労
働
者
の
期
待
に
答
え
る
日
本
社
会
党
の
建
設
を
！

投
稿
◇
党
内
民
主
主
義
は
守
ら
れ
て
い
る
か

投
稿
◇
第
四
四
回
大
会
は

左
派
勢
力
の
活
動
の
ノ
ロ
シ

◇
資
料
と
解
説
◇

国
労
が
「
社
公
政
権
合
意
」
で
要
請
書

資
料
国
鉄
労
働
組
合

（
一
九
八
○
年
二
月
二
○
日
）

「
国
民
の
交
通
、
国
民
の
国
鉄
」
の
実
現
と
統
一
戦
線
を
促
進
す
る
た
め
の
要
請
書

徹
底
的
な
論
議
が
春
闘
「
再
構
築
」
の
道

―
総
評
臨
時
大
会
を
傍
聴
し
て
②
―

◇
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
―
（
五
）

富
塚
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
？
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№
８
５
（
一
九
八
〇
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

「
大
衆
路
線
再
建
・
復
活
元
年
」
の
春
闘
に

左
派
の
組
織
的
力
の
育
成
が
課
題

―
社
会
党
の
右
傾
化
と
左
派
の
活
動
㊦
―

民
社
党
の
変
貌
と
そ
の
危
険
性

地
域
の
連
帯
行
動
で
全
面
勝
利

―
全
造
船
井
筒
分
会
一
四
一
の
た
た
か
い
―

◇
資
料
と
解
説
◇

全
逓
の
特
別
昇
給
制
度
問
題
に
つ
い
て

資
料
①
全
逓
京
都
社
会
党
員
協
議
会

（
一
九
八
〇
年
二
月
）

特
昇
省
案
反
対
の
思
想
を
ひ
ろ
げ
よ
う

海
員
組
合
役
員
が
総
辞
職

資
料
②
国
労
長
野
地
本
『
青
年
部
ニ
ュ
ー
ス
』

（
一
九
八
〇
年
三
月
四
日
）

労
働
運
動
の
右
翼
的
再
編
成
に
反
対
し
よ
う
！

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―
『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

№
８
６
（
一
九
八
〇
年
四
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
公
明
党
の
右
傾
化
と
「
社
公
合
意
」

全
面
勝
利
し
た
佐
世
保
労
愛
会
の
た
た
か
い

資
料
①
全
造
船
重
機
・
佐
世
保
労
愛
会

佐
世
保
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル

（
佐
世
保
闘
争
終
結
に
あ
た
っ
て
）

大
内
氏
に
『
道
』
を
云
々
す
る
資
格
は
な
い

―
向
坂
逸
郎
著
『
マ
ル
ク
ス
と
現
代
』
を
読
ん
で

昨
年
末
か
ら
「
総
支
部
再
統
一
」
の
機
運

―
社
会
党
福
島
県
本
部
を
め
ぐ
る
動
向
―

投
稿
役
員
選
挙
で
一
歩
前
進

―
都
高
教
組
役
員
選
挙
の
報
告
―

投
稿
「
さ
す
が
八
○
年
代
」
？
！

社
会
主
義
理
論
セ
ン
タ
ー
の
動
向
に
つ
い
て

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―
『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護
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№
８
７
（
一
九
八
〇
年
四
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
団
結
集
会
の
成
功
と
青
年
の
活
動

わ
れ
わ
れ
の
守
る
べ
き
『
道
』
の
路
線
と
は
何
か

民
鉄
協
離
脱
は
資
本
の
高
度
な
戦
術

―
私
鉄
京
成
労
組
の
仲
間
か
ら
の
報
告
―

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
破
壊
工
作

―
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
に
つ
い
て
―

◇
投
稿
◇
思
想
的
団
結
の
強
化
を
痛
感

―
鹿
児
島
県
社
会
党
・
県
総
評
の
政
治
学
校
か
ら

沖
電
気
闘
争
―
そ
の
後
の
動
向

◇
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
―
（
四
）

弁
証
法
の
欠
如

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―
『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

日
）

№
８
８
（
一
九
八
〇
年
五
月
一

◇
巻
頭
言
◇

労
働
運
動
の
階
級
的
強
化
へ
、

統
一
労
組
懇
の
誤
り
も
克
服
ヘ

統
一
労
組
懇
問
題
を
論
ず
①

◇
資
料
と
解
説
◇
統
一
労
組
懇
問
題
に
つ
い
て

資
料
①
統
一
労
組
懇
活
動
方
針

資
料
②
統
一
労
組
懇
の
運
営
要
綱

資
料
③
共
産
党
第
一
五
回
大
会
決
議
か
ら

吹
き
荒
れ
る
資
本
主
義
的
合
理
化
の
嵐

―
「
合
理
化
」
反
対
の
た
た
か
い
が
当
面
の
課
題

◇
投
稿
長
野
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

団
結
集
会
に
二
一
七
○
名
が
結
集

な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
独
占
擁
護
の
路
線

―
民
社
党
第
一
五
回
大
会
運
動
方
針
か
ら
―

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―
『
道
』
と
科
学
的
一
社
会
主
義
一
の
擁
護
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№
８
９
（
一
九
八
〇
年
五
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
反
帝
国
主
義
の
視
点
の
確
立
を

〝
力
〟
を
ど
う
つ
く
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る

―
八
○
春
闘
の
意
味
す
る
も
の
①
―

資
料
①
賃
金
決
定
に
生
産
性
原
理
の
貫
徹
を
（
日
経
連
タ
イ
ム
ス
〃
主
張
〟
）

資
料
②
Ｊ
Ｃ
四
単
産
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

労
働
界
の
健
全
化
へ
の
道
（
Ｊ
Ｃ
回
答
へ
の
新
日
鉄
資
本
の
感
想
）

な
ぜ
統
一
労
組
懇
は
「
克
服
」
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か

―
統
一
労
組
懇
問
題
を
論
ず
②
―

資
料
③
総
評
・
統
一
労
組
懇
へ
の
態
度

（
三
月
三
一
日
）

資
料
④
統
一
労
組
懇
・
総
評
の
態
度
へ
の
反
論

岩
井
章
氏
が
「
社
会
党
左
派
の
総
結
集
」
を
提
言

レ
ー
ニ
ン
と
政
冶
的
説
得
の
技
術

本
誌
拡
大
の
お
ね
が
い

―
◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

№
９
０
（
一
九
八
〇
年
五
月
二
一
日
）

特
集
・
春
闘
と
参
院
選
を
考
え
る

◇
巻
頭
言
◇
な
ぜ
「
管
理
春
闘
」
な
の
か
？

総
評
強
化
が
社
会
党
右
傾
化
阻
止
へ
の
道

―
八
○
年
春
闘
の
意
味
す
る
も
の
（
二
）
―

日
経
連
が
注
目
す
る
全
電
通
の
「
春
闘
見
直
し
」
論

◇
投
稿
◇
鹿
児
島
か
ら
の
報
告
◇

鹿
児
島
市
議
選
で
大
勝
利

◇
山
形
県
南
陽
市
か
ら
の
報
告
◇

日
頃
の
組
織
づ
く
り
が
勝
利
の
力

〃
イ
ラ
ン
制
裁
〃
の
裏
に
あ
る
も
の

本
誌
拡
大
の
お
ね
が
い

◇
出
版
案
内
◇

岩
井
・
灰
原
著
『
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
〇
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
』
紹
介

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―
『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護
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№
９
１
（
一
九
八
〇
年
六
月
一
日
）

特
集
・
春
闘
・
私
鉄
京
成
闘
争
を
考
え
る

◇
巻
頭
言
◇
な
ぜ
「
自
制
春
闘
」
な
の
か
？

◇
春
闘
座
談
会
㊤
◇

階
級
的
労
働
運
動
の
原
点
を
示
す
京
成
労
組

実
態
か
ら
の
運
動
が
原
点
―
私
鉄
京
成
労
組
の
た
た
か
い
か
ら
―

統
一
労
組
懇
の
実
態
を
京
都
に
さ
ぐ
る

読
者
か
ら
の
意
見

◇
出
版
案
内
◇
岩
井
・
灰
原
編
著

『
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―
『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

№
９
２
（
一
九
八
〇
年
六
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
今
こ
そ
非
武
装
・
中
立
を
高
く
か
か
げ
よ
！

衆
・
参
両
院
選
挙
を
め
ぐ
る
政
冶
情
勢

◇
春
闘
座
談
会
◇

生
活
が
教
え
る
資
本
主
義
合
理
化
の
本
質
―
八
○
年
春
闘
を
語
る
㊥

ア
メ
リ
カ
に
大
不
況
？

「
朴
な
き
朴
体
制
」
―
韓
国
民
主
化
圧
殺
の
波

華
国
鋒
訪
日
に
寄
せ
て

◇
出
版
案
内
◇
岩
井
・
灰
原
編
著

『
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
』

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―
『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

）

№
９
３
（
一
九
八
〇
年
六
月
二
一
日

◇
巻
頭
言
◇
華
国
鋒
は
よ
い
商
い
を
し
た
？

独
占
資
本
の
政
治
路
線
―
内
閣
不
信
認
案
可
決
と
独
占
の
動
向
―

◇
座
談
会
八
○
年
春
闘
を
語
る
㊦
◇

問
わ
れ
る
階
級
的
労
働
運
動
の
原
則

統
一
労
組
懇
の
実
態
を
大
阪
に
さ
ぐ
る

マ
イ
ア
ミ
暴
動
の
意
味
す
る
も
の

資
本
主
義
体
制
の
動
揺
に
苦
悩
―
日
経
連
の
春
闘
総
括
か
ら
―

◇
出
版
案
内
◇
岩
井
・
灰
原
編
著

『
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
』

◇
緊
急
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
五
○
○
円

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護
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№
９
４
（
一
九
八
〇
年
七
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
第
二
、
第
三
の
光
州
蜂
起
は
必
然

総
評
結
成
三
○
周
年
大
会
方
針
に
は
不
適
格

―
総
評
第
三
回
拡
評
と
運
動
方
針
の
骨
格
を
論
ず

資
料
①
総
評
第
三
回
拡
評
（
一
九
八
〇
年
五
月
二
六
日
）

「
統
一
労
組
懇
」
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て

全
電
通
・
Ｊ
Ｃ
路
線
を
は
げ
し
く
批
判

―
国
労
第
一
二
八
回
臨
時
中
央
委
報
告
―

Ｊ
Ｃ
内
部
に
亀
裂

―
電
機
、
鉄
鋼
、
同
盟
の
春
闘
総
括
―

◇
投
稿
日
本
社
会
党
県
本
大
会
報
告
◇

県
本
大
会
で
問
わ
れ
た
も
の

◇
投
稿
千
葉
県
習
志
野
総
支
部
大
会
報
告
◇

非
武
装
・
中
立
タ
ナ
上
げ
報
道
で
意
見
書

資
料
②
日
本
社
会
党
習
志
野
総
支
部
意
見
書

原
野
人
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ゆ
く
え
』
を
奨
め
る

こ
の
書
な
く
し
て
「
八
〇
年
代
」
は
わ
か
ら
な
い

◇
出
版
案
内
◇
岩
井
・
灰
原
編
著

『
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
…
』

№
９
５
（
一
九
八
〇
年
七
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
衆
闘
争
の
高
揚
を
は
か
れ

◇
座
談
会
同
時
選
挙
を
考
え
る
㊤
◇

自
民
〝
圧
勝
〟
の
背
後
に
あ
る
も
の

統
一
労
組
懇
は
新
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
な
る
か
？

資
料
統
一
労
組
懇
が
総
評
の
批
判
に
見
解

介
入
論
は
的
は
ず
れ

全
斗
煥
の
蛮
行
を
告
発

―
光
州
事
件
の
目
撃
者
の
証
言
①
―

革
命
は
新
し
い
第
二
段
階
に
入
っ
た

―
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
革
命
二
周
年
式
典

で
の
カ
ル
マ
ル
首
相
の
演
説
―

◇
出
版
案
内
◇
岩
井
・
灰
原
編
著

『
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
…
』
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№
９
６
（
一
九
八
〇
年
七
月
二
一
日
）

特
集
・
衆
参
同
時
選
拳
を
考
え
る

◇
巻
頭
言
◇
〝
連
合
〟
は
幻
影
と
な
っ
た

破
産
し
二
つ
の
路
線
―
二
つ
の
右
翼
日
和
見
主
義
に
つ
い
て
―

◇
座
談
会
同
時
選
挙
を
考
え
る
㊥
◇

破
産
し
た
〝
中
道
連
合
政
権
〟
構
想

◇
投
稿
東
京
五
区
か
ら
の
報
告
◇

鋭
か
っ
た
社
会
党
の
路
線
へ
の
批
判

◇
資
料
と
解
説
◇

全
電
通
東
京
が
東
京
五
区
で
公
明
侯
補
を
推
せ
ん

◇
出
版
案
内
◇
岩
井
・
灰
原
編
著

『
階
級
的
労
働
運
動
へ
の
道
―
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
』

№
９
７
（
一
九
八
〇
年
八
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
総
評
三
○
周
年
記
念
大
会
に
望
む

◇
座
談
会
同
時
選
挙
を
考
え
る
㊦
◇

社
会
党
は
基
本
路
線
を
堅
持
せ
よ

◇
投
稿
京
都
か
ら
の
報
告
◇

社
会
党
・
総
評
に
不
当
な
弾
圧

総
評
指
導
部
を
き
び
し
く
批
判
―
私
鉄
総
連
第
五
回
中
央
委
報
告
―

資
料
私
鉄
総
連
春
闘
総
括
（
要
旨
）

ブ
リ
ッ
ジ
共
闘
を
拡
充

タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
衝
突
に
つ
い
て
―
ベ
ト
ナ
ム
の
「
侵
略
」
は
デ
ッ
チ
上
げ
―

光
州
は
人
民
蜂
起
の
戦
場
と
な
っ
た
―
光
州
事
件
の
目
撃
者
の
証
言
②
―

キ
ュ
ー
バ
「
難
民
問
題
」
に
つ
い
て

◇
出
版
案
内
◇
岩
井
・
灰
原
編
著

『
階
級
的
労
働
運
動
へ
の
道
―
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
』

）

№
９
８
（
一
九
八
〇
年
八
月
一
一
日

◇
巻
頭
言
◇
「
大
義
名
分
」
主
義
が
も
た
ら
す
も
の

◇
資
料
と
解
説
◇

岩
井
章
氏
が
左
派
結
集
の
〝
構
想
〟
を
提
示

資
料
大
結
集
の
た
め
の
提
案
（
岩
井
論
文
）

◇
座
談
会
同
時
選
挙
を
考
え
る
（
続
）
◇

資
本
主
義
的
合
理
化
、
政
治
反
動
と
た
た
か
う
構
え
を

光
州
市
民
虐
殺
事
件
そ
の
後

◇
出
版
案
内
◇
岩
井
・
灰
原
編
著

『
階
級
的
労
働
運
動
へ
の
道
―
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
』
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№
９
９
（
一
九
八
〇
年
八
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
政
府
・
独
占
の
反
動
攻
勢
を
許
す
な

総
評
の
路
線
を
真
正
面
か
ら
論
議
―
総
評
第
六
一
回
大
会
の
意
味
す
る
も
の
―

全
逓
第
三
三
回
定
期
全
国
大
会
の
課
題

◇
投
稿
◇
都
高
教
定
期
大
会
報
告
◇

右
翼
再
編
に
反
対
し
労
働
運
動
の
組
織
的
強
化
を
決
定

深
刻
化
す
る
ア
メ
リ
カ
不
況

◇
出
版
案
内
◇
岩
井
・
灰
原
編
著

『
階
級
的
労
働
運
動
へ
の
道
―
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
』

№
１
０
０
（
一
九
八
〇
年
九
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
鈴
木
内
閣
と
軍
事
大
国
へ
の
道

ヒ
ト
ラ
ー
は
生
れ
な
い
か
向
坂
逸
郎

労
働
運
動
強
化
の
二
つ
の
課
題

反
合
理
化
闘
争
路
線
が
焦
点
―
第
四
二
回
国
労
全
国
大
会
に
注
目
し
よ
う
―

全
電
通
第
三
三
回
大
会
運
動
方
針
の
特
徴
点

好
評
発
売
中
岩
井
章
・
灰
原
茂
雄
編
著

階
級
的
労
働
運
動
へ
の
道
―
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
―

定
価
一
二
○
○
円
（
郵
送
料
一
六
○
円
）
Ｂ
６
判

№
１
０
１
（
一
九
八
〇
年
九
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
総
合
安
保
体
制
の
ね
ら
い
は
何
か

◇
座
談
会
◇

総
評
結
成
三
○
年
、
三
池
闘
争
二
○
年
を
語
る
㊤

今
、
若
者
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

岩
井
章
（
元
総
評
事
務
局
長
）

灰
原
茂
雄
（
元
三
池
労
組
書
記
長
）

交
通
共
闘
主
軸
は
不
変
―
私
鉄
総
連
第
四
四
回
大
会
報
告
―

失
業
者
は
一
千
五
百
万
人
を
越
え
る
？

―
『
就
業
構
造
基
本
調
査
』
の
示
す
も
の
―

ペ
ル
シ
ャ
湾
防
衛
を
宣
言

―
軽
井
沢
〝
ト
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
―
〟
で

大
槻
会
長
ご
あ
い
さ
つ
―

好
評
発
売
中
岩
井
章
・
灰
原
茂
雄
編
著

階
級
的
労
働
運
動
へ
の
道

―
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
―

定
価
一
二
○
○
円
（
郵
送
料
一
六
○
円
）
Ｂ
６
判
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№
１
０
２
（
一
九
八
〇
年
九
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
組
合
大
会
を
傍
聴
し
て

今
日
の
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て

◇
座
談
会
◇

総
評
三
○
年
、
三
池
闘
争
二
○
年
を
語
る
㊥
◇

「
経
営
方
針
変
革
闘
争
」
は
卓
見
だ
っ
た

岩
井
章
（
元
総
評
事
務
局
長
）

灰
原
茂
雄
（
元
三
池
労
組
書
記
長
）

俺
た
ち
は
反
マ
ル
生
闘
争
に
誇
り
を
も
つ

―
四
・
二
八
処
分
者
か
ら
の
報
告
―

◇
一
社
会
党
員
か
ら
の
投
稿
◇

う
ご
め
き
出
し
た
「
憲
法
改
悪
」
策
動

好
評
発
売
中
岩
井
章
・
灰
原
茂
雄
編
著

階
級
的
労
働
運
動
へ
の
道

―
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
―

定
価
一
二
○
○
円
（
郵
送
料
一
六
○
円
）
Ｂ
６
判

№
１
０
３
（
一
九
八
〇
年
一
〇
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
の
危
機
は
続
い
て
い
る

現
段
階
の
政
治
情
勢
と
そ
の
特
徴

―
「
私
の
政
治
」
の
本
質
は
自
民
・
独
占
の
〝
和
〟
―

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
空
想
か
ら
科
学
ヘ
』
百
年

◇
座
談
会
◇
総
評
結
成
三
〇
年
、

三
池
闘
争
二
〇
年
を
語
る
を
語
る
㊦

左
派
結
集
の
構
想
と
そ
の
ね
ら
い

岩
井
章
（
元
総
評
事
務
局
長
）

灰
原
茂
雄
（
元
三
池
労
組
書
記
長
）

『
階
級
的
労
働
運
動
へ
の
道
』
を
読
む

◇
資
料
プ
ラ
ウ
ダ
紙
九
月
一
日
号
の
論
評
◇

社
会
主
義
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
敵
の
策
動

好
評
発
売
中
岩
井
章
・
灰
原
茂
雄
編
著

◇
階
級
的
労
働
運
動
へ
の
道

―
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と
八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
―

定
価
一
二
○
○
円
（
郵
送
料
一
六
○
円
）
Ｂ
６
判
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№
１
０
４
（
一
九
八
〇
年
一
〇
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
国
会
議
員
に
望
む

唯
物
史
観
は
崩
壊
し
た
か

―
一
大
内
秀
明
氏
の
理
論
と
思
想
㊤
―

運
動
を
つ
く
る
構
え
こ
そ
が
課
題

―
国
労
・
第
四
二
回
大
会
の
報
告
―

日
教
組
運
動
強
化
の
道

―
日
教
組
盛
岡
大
会
に
よ
せ
て
㊤
―

ク
ー
デ
タ
ー
七
年
後
の
チ
リ

『
朝
日
』
が
社
会
主
義
理
論
セ
ン
タ
ー
の
動
向
を
報

好
評
発
売
中
岩
井
章
・
灰
原
茂
雄
編
著

階
級
的
労
働
運
動
へ
の
道

―
七
○
年
代
労
働
運
動
の
総
括
と

八
○
年
代
労
働
運
動
へ
の
提
言
―

定
価
一
二
○
○
円
（
郵
送
料
一
六
○
円
）
Ｂ
６
判
―

№
１
０
５
（
一
九
八
〇
年
一
〇
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
燃
え
る
よ
う
な
〝
論
争
〟
を
開
始
し
よ
う

『
道
』
の
最
大
の
意
義
を
否
定

―
社
会
主
義
理
論
セ
ン
タ
ー
の
学
者
グ
ル
ー
プ
報
告
に
つ
い
て
―

基
本
予
盾
の
誤
認
と
「
多
元
的
国
家
」
論
の
帰
結

―
大
内
秀
明
氏
の
理
論
と
思
想
㊥
―

日
教
組
運
動
強
化
へ
の
道

―
日
教
組
盛
岡
大
会
に
よ
せ
て
㊦

イ
ラ
ク
・
イ
ラ
ン
紛
争
で
利
益
を
え
る
の
は
だ
れ
か

編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

№
１
０
６
（
一
九
八
〇
年
一
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
創
刊
三
周
年
に
あ
っ
て

◇
社
会
主
義
理
論
セ
ン
タ
ー
学
者
グ
ル
ー
プ
「
報
告
」
に
つ
い
て
②
◇

「
多
極
化
」
し
て
い
る
の
は
資
本
主
義
世
界

「
多
元
的
国
家
論
」
の
帰
結
と
社
会
党
の
運
動

―
大
内
秀
明
氏
の
理
論
と
思
想
㊦
―

◇
投
稿
◇

若
い
代
議
員
の
発
言
が
印
象
に
残
っ
た

都
本
部
大
会

中
国
石
油
ブ
ー
ム
の
壮
大
な
デ
マ
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№
１
０
７
（
一
九
八
〇
年
一
一
月
一
一
日
）

◇
座
談
会
◇
組
合
大
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
㊤

階
級
的
労
働
運
動
へ
の
道
を
さ
ぐ
る

報
告
①
日
教
組
盛
岡
大
会
か
ら

左
派
の
再
結
集
が
日
教
組
強
化
へ
の
課
題

報
告
②
全
電
通
山
口
大
会
か
ら

「
春
闘
見
直
し
」
論
に
矛
盾
続
出

報
告
③
全
逓
東
京
大
会
か
ら

基
本
路
線
は
守
ら
れ
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

◇
社
会
主
義
理
論
セ
ン
タ
ー
学
者
グ
ル
ー
プ
「
報
告
」
批
判
③
◇

支
離
滅
裂
な
「
国
家
」
論
と
そ
の
帰
結

今
後
二
年
間
が
勝
負
の
と
き
？

―
「
労
働
戦
線
統
一
推
進
会
」
の
発
足
に
つ
い
て

沖
電
気
指
名
解
雇
撤
回
支
援
共
闘
会
議
が
二
月
一
七
日
に
集
会
を
開
催

№
１
０
８
（
一
九
八
〇
年
一
一
月
二
一
日
）

巻
頭
言
◇
社
会
党
第
四
五
回
大
会
の
意
義
と
課
題

◇
社
会
主
義
理
論
セ
ン
タ
ー
学
者
グ
ル
ー
プ
報
告
批
判
④
◇

資
本
主
義
へ
の
全
面
的
拝
脆

◇
資
料
『
道
』
問
題
で
毎
日
新
聞
が
向
坂
逸
郎
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
◇

社
会
主
義
へ
の
道
は
ず
す
な

強
化
さ
れ
た
革
命
の
基
盤
―
カ
ル
マ
ル
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
首
相
の
演
説
―

「
統
一
推
進
会
」
第
二
回
会
合
に
つ
い
て

沖
電
気
支
援
共
闘
が
十
一
月
十
七
日
に
二
周
年
集
会

◇
残
部
僅
少
！
◇
『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判

『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

定
価
五
○
○
円
（
郵
送
費
含
）

№
１
０
９
（
一
九
八
〇
年
一
二
月
一
日
）

特
集
社
会
主
義
理
論
セ
ン
タ
ー
「
中
間
報
告
」
の
検
討

◇
巻
頭
言
◇
「
燃
え
る
よ
う
な
論
争
」
を

反
帝
国
主
義
の
視
点
を
欠
く
国
際
情
勢
分
析

世
界
史
の
流
れ
に
眼
を
そ
む
け
る
／
反
帝
・
社
会
主
義
の
優
位
が
な
ぜ
見
え
ぬ
か
／
米
・
中
・
日
の

集
団
安
保
に
対
決
す
る
の
か
し
な
い
の
か
／
日
本
帝
国
主
義
と
の
た
た
か
い
を

資
本
主
義
を
賛
美
す
る
国
内
情
勢
分
析

階
級
矛
盾
な
き
「
国
家
」
論
／
民
間
大
企
業
で
の
「
参
加
と
介
入
」
は
何
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
／

「
体
制
の
組
織
化
は
根
底
的
に
動
揺
」
し
た
？
／
空
虚
な
「
脱
工
業
化
と
一
億
総
中
流
」
論
／
労
働

者
の
要
求
と
運
動
は
質
的
に
転
換
し
た
？
／
独
占
資
本
の
も
と
で
「
産
業
、
生
活
、
雇
用
構
造
を
ト

ー
タ
ル
に
変
革
」
で
き
る
？
／
第
二
民
社
党
へ
の
道

社
会
主
義
の
な
い
「
平
和
・
移
行
」
論

搾
取
論
な
き
「
社
会
主
義
」
論
／
あ
い
ま
い
な
「
社
会
化
」
論
／
階
級
闘
争
、
革
命
な
き
「
社
会
主

義
」

◇
投
稿
◇
納
得
で
き
ぬ
理
論
セ
ン
タ
ー
中
間
報
告
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№
１
１
０
（
一
九
八
〇
年
一
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
右
寄
り
強
め
る
民
社
党

マ
ル
ク
ス
と
「
窮
乏
化
」
作
用
の
法
則

―
理
論
セ
ン
タ
ー
学
者
グ
ル
ー
プ
「
報
告
」
に
寄
せ
て
―

◇
資
料
と
解
説
◇

二
○
二
億
円
ス
ト
権
損
賠
と
国
鉄
労
働
組
合

◇
国
労
盛
岡
地
本
盛
岡
支
部
職
場
討
議
資
料
◇

国
労
の
路
線
は
変
っ
た
か
？

◇
一
読
者
か
ら
の
投
稿
◇

い
か
な
る
差
別
も
許
さ
な
い
労
働
者
思
想
を

◇
残
部
僅
少
！
◇
定
価
五
○
○
円
（
郵
送
費
含
）

『
道
』
批
判
者
た
ち
へ
の
反
批
判
―
『
道
』
と
科
学
的
社
会
主
義
の
擁
護

№
１
１
１
（
一
九
八
〇
年
一
二
月
二
一
日
）

巻
頭
言
◇
社
会
党
第
四
五
回
大
会
が
意
味
し
た
も
の

◇
国
労
第
一
三
○
回
中
央
委
員
会
報
告
◇

大
衆
闘
争
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と
が
課
題

―
平
和
協
定
は
の
ま
ぬ
し
、
現
協
も
守
る
―

く
い
ち
が
う
情
勢
分
析
の
視
点

―
「
中
期
経
済
政
策
」
と
「
学
者
報
告
」
に
関
連
し
て
―

◇
投
稿
◇
社
会
主
義
理
論
セ
ン
タ
ー
報
告
に
つ
い
て

「
反
合
理
化
」
闘
争
を
放
棄
す
る
報
告

着
実
に
再
建
の
道
を
進
む
カ
ン
ボ
ジ
ア

◇
投
稿
◇
都
労
連
闘
争
に
全
力
を

八
一
春
闘
を
め
ぐ
る
賃
金
要
求
の
状
況
に
つ
い
て

定
価
改
訂
の
お
知
ら
せ


